
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野毛山動物園では、令和８年 10 月３日（土）に「クマを知る～野毛山のクマから世界のクマま

で」をテーマとした「野毛山動物園セミナー2026」を開催します。 

令和８年 10 月に野毛山動物園での飼育を終了するニホンツキノワグマについて、当園で実施し

てきた飼育の取り組みをお話しします。さらに、NPO 法人信州ツキノワグマ研究会の濵口あかり氏

に野生のニホンツキノワグマについて、一般社団法人ボルネオマレーグマ保護センタージャパン

の須﨑菜緒氏、武田茉由子氏にボルネオマレーグマの保護活動についてご講演いただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催日時 令和８年 10 月３日（土）11：00～13：00（受付開始 10：45） 

開催場所 野毛山動物園 なかよし休憩所 

講演・ 

研究発表内容 

講  演：「ヒトとツキノワグマのこれからを考える ～まずはクマを知るところから始め

よう～」 

     NPO 法人信州ツキノワグマ研究会 

理事 濵口 あかり 氏 

「ボルネオ島でのクマ事情〜マレーグマの保護活動について〜」 

一般社団法人ボルネオマレーグマ保護センタージャパン 

代表理事 須﨑 菜緒 氏 

代表理事 武田 茉由子 氏 

発  表:「動物園で暮らすクマ～野毛山動物園での取り組み～」 

小島 里佳（野毛山動物園） 

定員・参加費 先着 60 名・参加費 1000 円（事前申し込み）※参加費は当日現金でお支払いください。 

申込方法 野毛山動物園ホームページの申込フォームから申し込み 

【申込期間】令和８年９月９日（水）～９月 30 日（水）※定員になり次第締切 

お問合せ先 

野毛山動物園 園長 田村 Tel 045-231-1307 

令 和 ８ 年 ９ 月 ８ 日 
（公財）横浜市緑の協会 
野 毛 山 動 物 園 

記 者 発 表 資 料 

野毛山動物園セミナー2026 

を開催します 

指定管理者：（公財）横浜市緑の協会 

野毛山動物園で飼育しているニホンツキノワグマ「コマチ」 



 

 2 

 

【参考資料】 

■講師の紹介 

NPO 法人信州ツキノワグマ研究会 

濵口 あかり（はまぐち あかり） 

 長野県を拠点にツキノワグマの調査研究や被害防除、普及啓発活動に取り組む NPO 法人信州ツ

キノワグマ研究会に所属。環境調査などを行う会社に勤める傍ら、教育機関や環境イベント等に

おいて、クマの生態や人身事故防止などに関する普及啓発活動に従事。また、長野県クマ対策員

として、クマの市街地出没や人身事故発生時の現場対応、被害防止に向けた助言などを行ってい

る。 

 

一般社団法人ボルネオマレーグマ保護センタージャパン 

 須﨑 菜緒（すざき なお）・武田 茉由子（たけだ まゆこ） 

 ボルネオマレーグマ保護センタージャパン（BSBCC Japan）共同代表理事。二人とも大学・大

学院でボルネオ島の BSBCC にてマレーグマを研究し、修士号を取得。研究を通して、マレーグマ

についてより多くの人に知ってもらいたいという思いが強まり、学生時代に BSBCC Japan を設立。

現在は日本への情報発信や動物園・学校との連携による普及啓発、現地の保護活動を支えるため

の寄付活動など、マレーグマの保全に向けた活動に取り組んでいる。 

 

■当園で飼育しているニホンツキノワグマ「コマチ」について 

 現在、野毛山動物園では、さらなる魅力向上と動物福祉への配慮、施設の老朽化やバリアフ 

リー化などに対応するため、リニューアル工事が進められています。 

 「コマチ」はこのリニューアル工事に伴い、令和８年 10 月 13 日（火）によこはま動物園ズー

ラシアへ移動予定です。 

 

■野毛山動物園について 

入 園 料：無料 

開園時間：9：30～16：30（入園は 16：00 まで） 

休 園 日：毎週月曜日（祝・休日の場合は翌日）、12/29～１/１ 

※令和９年１月７日からリニューアル工事のため休園予定 

交    通：JR 根岸線・横浜市営地下鉄「桜木町」駅下車徒歩 15 分、 

または市営バス 89 系統「一本松小学校」行き「野毛山動物園前」下車すぐ 

京浜急行「日ノ出町」駅下車徒歩 10 分 

Ｕ Ｒ Ｌ ：https://www.hama-midorinokyokai.or.jp/zoo/nogeyama/ 

住    所 ：横浜市西区老松町 63－10 

問合せ先 ：045-231-1307 

 


